
 

 

 

 

 

 

 

 

私立高校入試直前！ 

受験の心構え 

 私立高校の入試は、来週。公立特別選抜試験もせまってきました。人間は完璧ではありません。特に、「勉

強」に終わりはありません。ある意味、「勉強」はすればするほど、不安はつきまとうと思います。それでも、そ

の不安を少しでも和らげるためには、毎日、勉強を続けなくてはなりません。それは、たいへんつらく、しんど

いことです。しかし、ここにいたってあせりとあきらめは禁物です。試験当日、いままで努力した結果が発揮で

きるよう、準備しておきましょう。 

 

前日にすること 

① 充分な休養と睡眠をとる 

もちろん早寝早起きをして、食事も腹痛を起こさないような、消化のよいものをとる。 

② 生徒募集要項・受験要項の再確認をする 

集合場所・集合時間・持ち物などの確認をしておくこと。 

③ 持ち物の確認（受験する学校によって違うので、必ず募集要項を確認すること） 

（１）受験票 

  受験番号をしっかり覚えておく。汚れないようにしておく。 

（２）筆記用具 

  鉛筆またはシャープペンシル数本、シャープペンシル用の替え芯、消しゴム（２個）、ものさし、三角定規、

コンパス、生徒証明カード 

（３）その他 

  お金（交通費、電話代など少し余分に）、時計（必要であれば持っていく）、上靴、参考書やノート等で勉

強できるもの、弁当、水筒（暖かいお茶がいいです）、メモ帳、ティッシュ、ハンカチ、カイロ、 

受験のしおり、防寒着、マスク 

※服装は受験にふさわしいものにしましょう！ 

試験当日 

① 朝 

（１） はやめに起床し、トイレにいっておく。そして、ゆっくりと食事をとる。 

（２） 持ち物の確認 

（３） ３０分前には試験場につくように早めに家を出る。「行ってきます！」と笑顔であいさつをしよう！ 

② 試験場に着いたら 

（１） トイレの場所、試験教室を確認する。 

（２） 掲示物、案内、注意事項や放送などに気をつける。友達どうしでしゃべりすぎて失敗しないよう

にしましょう。 

③ 試験場での過ごし方 

（１） 席に着いたら受験票を机の上に置き、心を落ち着けて静かに問題用紙が配られるのを待つ。 

（２） 監督の先生の注意をよく聞く。 

（３） 答案用紙に受験番号、名前をはっきりと正確な字で書く。 

（４） あせらず問題をよく読み、難しい問題はあとまわしにして、解きやすい問題からとりかかること。 

（５） 字はていねいにはっきりとした字を書く。 

（６） 消しゴムを使ったときは、できるだけ前の字が残らないように注意する。 

（７） 解答欄は空欄のままにしておかない。最後は、「カンを働かして」でもよいから、書くこと。 

（８） 不正行為や、まぎらわしい行為は絶対にしないこと。 

（９） まわりの人（他の受験生）を気にしないこと。 

前の時間の試験で、できなかったところをいつまでもくよくよ考えない。 

休憩時間はゆったりとした気持ちで、次の試験のことを考える。 

無作法なことや乱暴な言動はつつしむ。まして、他の受験生とトラブルを起こさないこと。 

試験が終わって 

※担当の先生からの連絡をしっかり聞くこと。 

 面接の日時、入試結果の発表日や、その時の方法（郵送、封筒手渡し、学校掲示など）を 

メモしておくこと。 

※寄り道はしないで、さっさと帰宅すること。家の人は心配しています。笑顔でただいま！ 

その他 

※試験当日、万が一、急病などで受験不可能になった場合は必ず十二中へ連絡すること。 

（直接、高校に連絡しないこと） 十二中 06-6331-5898 

（７時～７時３０分） 
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